
表１	
 学習・教育目標と基準１の(1)の(a)‐(i)との対応	
 
	
 各学習・教育目標	
 [(A), (B), (C)] が基準１の(1)の知識・能力[(a)～(i)]を主体的に含んでいる
場合には◎印を、付随的に含んでいる場合には○印を記入する。 

 
 

(a) (b) (c) 
(d) 

(e) (f) (g) (h) (i) 
(1) (2) (3) (4) 

（Ａ） 
① ◎ ○           

② ○ ◎           

（Ｂ） 

①   ◎ ◎         

②     ◎ ◎    ○   

③      ◎ ○ ○  ○   

④     ○ ○ ◎ ◎  ◎ ◎ ◎ 

（Ｃ） 

①       ◎ ○     

②       ○ ○ ◎  ◎ ◎ 

③         ◎ ○   
 
（Ａ）「技術に堪能なる士君子」として社会に貢献できる、深い素養を持つ個性豊かな人材を育成する。（技

術者としての基本的思想と人格形成）	
 

（Ｂ）科学技術に対してグローバルな視野と深い洞察力を持ち、専門分野における「もの創り」に取り組め

る基礎知識と問題解決能力を身につけた人材を育成する。（技術者としての基礎知識と学力の形成）	
 

（Ｃ）人類および地球との調和に貢献できる国際性と自立性を持つ人材を育成する。（国際性と自立性）	
 

(a) 地球的視点から多面的に物事を考える能力とその素養 
(b) 技術が社会や自然に及ぼす影響や効果、及び技術者が社会に対して負っている責任に関する理解 
(c) 数学及び自然科学に関する知識とそれらを応用する能力 
(d) 当該分野において必要とされる専門的知識とそれらを応用する能力 
(e) 種々の科学、技術及び情報を活用して社会の要求を解決するためのデザイン能力 
(f) 論理的な記述力，口頭発表力，討論等のコミュニーケーション能力 
(g) 自主的、継続的に学習する能力 
(h) 与えられた制約の下で計画的に仕事を進め、まとめる能力 
(i) チームで仕事をするための能力 
(ｄ)の	
 (1) 工学基礎 
 応用(工業)数学、応用統計学(実験計画法、品質管理)、応用物理(数理物理、核物理)、情報処理、計測、電気工学、材料

科学、材料力学、又は流体力学などを含む工学基礎に関する知識、及びそれらを問題解決に利用できる能力 
(2) 化学工学基礎 
 物質・エネルギー収支を含む化学工学量論、化学・相平衡を含む工業熱力学、熱・物質・運動量の移動現象論、化学

装置・プロセスの諸量計算・設計・制御、又はプロジェクトマネジメントなどを含む化学工学基礎知識、及びそれら

を問題解決に利用できる能力 
(3) 専門基礎 
 有機化学、無機化学、物理化学、分析化学、高分子化学、材料化学、電気化学、光化学、界面化学、環境化学、薬化学、

生化学、 分子生物学、エネルギー化学、分離工学、反応工学、プロセスシステム工学、分子化学工学、生物工学など
の化学に関連する分野の内の 4分野以上に関する専門基礎知識、実験技術、及びそれらを問題解決に利用できる能力 

(4) 専門 
 上記(3)で選択した分野の内の 1 分野以上に関する専門知識、及びそれらを経済性・安全性・信頼性・社会及び環境へ
の影響を考慮しながら問題解決に利用できる応用能力・デザイン能力、マネジメント能力 

 



表２	
 学習・教育到達目標とその評価方法(2013年度以降入学者用) 

学習・教育到達目標 

関連する

基 準 １

(1)(a)～(h)
の項目 

評価方法 

（A） 
「技術に堪

能なる士君

子」として社

会に貢献で

きる、深い素

養を持つ個

性豊かな人

材を育成す

る。（技術者

としての基

本的思想と

人格形成） 

①専門のみに偏らな

い広い学問的基礎を

持ち、調和のとれた幅

広い人間性を有する。 

(a), (b) 
 

外国語系を除く人間科学基礎科目および，

外国語系を除く副専門人間科学科目のう

ち５科目以上を履修し、期末試験またはレ

ポートによって評価する。 
	
 上記 5科目以上の合格により，学習・教
育到達目標(A-1)の合格とする。 

②技術者としての倫

理性を備え、社会的責

任を果たすために自

主的に問題を設定し、

その解決方法を追求

することができる。	
 

(a), (b) 「工学と環境」、「工学倫理・安全工学」、「経

営管理・知的財産権」、「キャリア形成入

門」，「インターンシップ実習」，「見学実習」

のうちから２科目以上を選択して履修す

ることとし、いずれも試験によって評価す

る。 
	
 上記２科目以上の合格により，学習・教

育到達目標(A-2)の合格とする。 
（Ｂ）	
 

科学技術に

対してグロ

ーバルな視

野と深い洞

察力を持ち、

専門分野に

おける「もの

創り」に取り

組める基礎

知識と問題

解決能力を

身につけた

人材を育成

する。	
 

（技術者と

しての基礎

知識と学力

の形成） 

①数学、物理、情報技

術に関する基礎知識

とそれらを応用でき

る能力を身につける。	
 

	
 

	
 

	
 

(c), (d)(1)  「情報リテラシー」、「情報 PBL」、「情報処
理基礎」、「解析学Ⅰ」、「線形数学Ⅰ」、「物

理学Ⅰ」、「物理学実験」、「情報処理応用」

の必修７科目を履修し，試験またはレポー

トによって評価する。また、「解析学Ⅱ」、

「線形数学Ⅱ」，「複素解析学」、「統計学」、

「物理学ⅡA」、「物理学ⅡB」、「図形情報科
学」、「解析学Ⅲ」、「基礎量子力学」、「コン

ピュータ解析Ⅰ」、「コンピュータ解析Ⅱ」，

「統計力学」，「量子力学」から２科目以上

を選択して履修することとし、レポートま

たは試験で評価する。 
	
 上記 9科目（必修 7科目を含む）以上の
合格により，学習・教育到達目標(B-1)の合
格とする。 

②有機化学，無機化

学，物理化学，化学工

学などの基礎知識を

体系的に学ぶことで，

継続的な学習力とそ

れらを応用できる能

力を身につける。	
 

(d)(2), 
(d)(3), (g) 

化学ⅠA」，「化学ⅡA」，「有機化学基礎」，
「無機化学基礎」，「有機化学Ⅰ」、「有機化

学Ⅱ」、「有機化学Ⅲ」、「無機化学Ⅰ」、「無

機化学Ⅱ」、「化学工学Ⅰ」、「化学工学Ⅱ」、

「物理化学Ⅲ」(必修)を履修することとし、
レポートまたは試験により評価する。 
	
 上記１２科目の合格により，学習・教育

到達目標(B-2)の合格とする。 
③基礎知識の修得に

引き続き，応用化学の

専門知識を学ぶこと

で，実践力を身につけ

る。	
 

(d)(2), 
(d)(3), 
(d)(4), (e). 
(g) 

「無機化学Ⅲ」、「化学工学Ⅲ」、「分析化

学」、「高分子合成化学」、「生物有機化学」、

「有機機器分析」、「反応有機化学」、「物理

化学 IV」、「物理化学Ⅴ」，「生物物理化学」
から４科目以上を選択して履修すること

とし、レポートまたは試験により評価す

る。 
	
 上記４科目以上の合格により，学習・教

育到達目標(B-3)の合格とする。 



④修得した知識に基

づき，自発的に実験や

研究等を計画・遂行す

ることで，解決手法の

デザイン・実行力を身

につける。	
 

(d)(3), 
(d)(4), (e), 
(g), (h) 

「応用化学自由研究」、「化学実験 A」、「応
用化学基礎実験」，「応用化学実験 A」，「応
用化学実験 B」，「応用化学実験 C」(必修)
を履修することとし、レポート，口頭発表

または試験により評価する。 
	
 上記６科目の合格により，学習・教育到

達目標(B-4)の合格とする。 
 

（Ｃ）	
 

人類および

地球との調

和に貢献で

きる国際性

と自立性を

持つ人材を

育 成 す る 。

（国際性と

自立性） 

①資源、エネルギー、

および環境の重要性

を深く認識し、これら

と調和する「もの創

り」を志向することが

できる。 

(d)(4), (e) 「工業と環境」、「有機工業化学」、「反応工

学」、「機能性材料化学」、「高分子機能化

学」，「原子力概論」より２科目以上を選択

して履修することとし、レポートまたは試

験により評価する。 
	
 上記２科目以上の合格により，学習・教

育到達目標(C-1)の合格とする。 
②共同作業を通じ，日

本語を用いた論理的

な記述力，プレゼンテ

ーション能力，コミュ

ニケーション能力を

身につける。	
 

(d)(4), (e), 
(f), (h) 

「応用化学入門」，「応用化学自由研究」、

「化学実験 A」、「応用化学基礎実験」，「応
用化学実験 A」，「応用化学実験 B」，「応用
化学実験 C」(必修)を履修することとし、
レポート，口頭発表または試験により評価

する。 
	
 また，「理数教育体験Ⅰ」,「理数教育体
験Ⅱ」，「サイエンス工房」においては，レ

ポート，口頭発表または試験により評価す

る。 
	
 上記の必修７科目の合格により，学習・

教育到達目標(C-2)の合格とする。 
③継続的な外国語学

習により，諸外国の技

術者と共同作業が可

能なコミュニケーシ

ョン能力を身につけ

る。	
 

(f), (g) 「総合英語 AⅠ」、「総合英語 AⅡ」、「総合
英語 BⅠ」、「総合英語 BⅡ」、「総合英語 C
Ⅰ」、「総合英語 CⅡ」、(必修)の必修６科目
を履修し、いずれも試験により評価する。 
「基礎ドイツ語 AⅠ」と「基礎ドイツ語 A
Ⅱ」，あるいは「基礎中国語 AⅠ」，「基礎中
国語 AⅡ」のいずれか２科目を履修し，試
験により評価する。 
また，「基礎ドイツ語 B」，「基礎中国語 B」，
「ドイツ語 A」、「ドイツ語 BⅠ」、「ドイツ
語 BⅡ」、「ドイツ語 CⅠ」、「ドイツ語 CⅡ」、
「中国語 A」、「中国語 BⅠ」、「中国語ＢⅡ」、
「ロシア語Ⅰ」，「ロシア語Ⅱ」，「韓国（朝

鮮）語Ⅰ」，「韓国（朝鮮）語Ⅱ」のうちか

ら１科目を履修することとする。 
さらに、「中級英語Ⅰ」，「中級英語Ⅱ」，「上

級英語 AⅠ」、「上級英語 AⅡ」、「上級英語
BⅠ」、「上級英語 BⅡ」、「上級英語 CⅠ」、
「上級英語 CⅡ」、「技術英語Ⅰ」、「技術英
語Ⅱ」、「科学英語Ⅰ」、「科学英語Ⅱ」、か

ら１科目以上を選択して履修することと

し、試験により評価する。 
	
 上記１０科目（必修６科目を含む）以上

の合格により，学習・教育到達目標(C-3)
の合格とする。 

 


